
長崎県の特別支援教育の現状 

長崎県特別支援教育研究会 

 

Ⅰ 特別支援学校等の設置状況 

１ 特別支援学校  ※国立も含む。                                                （令和３年５月１日現在） 

 視覚障害 聴覚障害 知的障害 肢体不自由 病 弱 備考 

本校  １校 １校 ６校（７校） ４校 ３校 複数の障害に対応する３学校は、それぞれの

複数の障害種別にカウント 

佐世保特支（知的・肢体） 

諫早東特支（肢体・病弱） 

桜が丘特支（病弱・肢体） 

分校   ４分校   

分教室  １分教室 ４分教室  1分教室 
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障害種別 
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視覚障害 0 4 1 2 4 11 0 5 1 5 5 16 

聴覚障害 5 11 5 4 2 27 8 20 7 10 6 51 

知的障害  104 66 105  275  374 277 619  1270 

肢体不自由  47 28 23  98  111 81 68  260 

病  弱  12 16 8  36  20 59 39  118 

計 5 178 116 142 6 447 8 530 425 741 11 1715 

 

２ 特別支援学級  （令和３年５月１日現在）              ３ 通級指導教室   （令和３年５月１日現在） 

      区分 

障害種別 

学級数        区分 

障害種別 

教室数 

小学校 中学校 計  小学校 中学校 計 

知的障害 272 132 404  言語障害教室 36 0 36 

自閉症・情緒障害学級 308 136 444  難聴教室 2 0 2 

言語障害学級 12 0 12  情緒障害教室 25 5 30 

弱視学級 6 2 8  ＬＤ／ＡＤＨＤ教室 104 50 154 

難聴学級 22 15 37  計 167 55 222 

肢体不自由学級 38 9 47  ※巡回による指導を含む 

病弱特別支援学級 71 24 95  

計 729 318 1047  

 
 
Ⅱ 長崎県の特別支援教育に関する施策 
１ 長崎県特別支援教育推進基本計画 第４次実施計画（ 令和元年度～令和３年度） 

①特別支援学校の適正配置 

〇 障害種別の適正配置  → 令和３年４月： 佐世保特別支援学校北松分校の設置 

②特別支援学校の教育の充実 

〇 新学習指導要領を踏まえた特別支援学校の教育の充実 

→ 管理職員を含む特別支援学校教員に対する学習指導要領の理解と深化のための研修会の実施 

      〇 個に応じた指導･支援の充実 

        → 盲学校、ろう学校における個に応じた指導及びセンター的機能の充実に向けた実践研究 



      ○ 知的障害特別支援学校高等部における職業教育の充実 

○ 肢体不自由・病弱特別支援学校におけるキャリア教育の充実 

○ 全特別支援学校におけるＩＣＴ活用事例の蓄積と発信 

③重度・重複障害のある子どもの教育の充実 

○ 病弱・知的障害特別支援学校における自立活動の指導の充実に向けた実践研究 

○ 「障害のある子どもの医療サポート事業」の充実 

○ 訪問教育における指導の充実に向けた実践研究 

④地域における特別支援教育のセンター的機能の充実 

○ 地域における特別支援教育支援体制の構築 

⑤交流及び共同学習の推進 

○ 「特別支援学校支援籍推進事業」の実施 

⑥幼稚園、小学校、中学校、高等学校における特別支援教育の充実 

      ○ 幼稚園等における特別支援教育の充実（早期からの教育相談・支援体制の充実）    

○小・中学校・高等学校における特別支援教育の充実（地域の特別支援教育の充実に向けた体制作り） 

○県立高等学校における通級による指導の手引き等の活用 

 
２ 障害のある子どもの教育の在り方に関する検討委員会（令和元年度～２年度に実施） 
平成24年度から令和3年度までを計画期間とする「長崎県特別支援教育推進基本計画」に続く、令和4年度
以降の本県の特別支援教育の在り方について、幅広い角度からの意見を求めるため、障害のある子どもの教育の
在り方に関する検討委員会を設置 

  
Ⅲ 長崎県特別支援教育研究会の活動状況 
１ 活動方針 
長崎県下の特別支援学校教員、幼稚園、保育所（園）、小・中・高等学校教員並びに県内の特別支援教育関係者で
構成し、特別支援教育に携わる関係者が、全県下的な情報交換の場をもち、互いの実践を持ち寄り、研修を深め、個々
の専門性向上を図ることを目的に活動する。 

      また、全日本特別支援教育研究連盟並びに九州地区特別支援教育研究連盟と関わりをもち、長崎県内の特別支援
教育における研究成果を全国や九州に紹介する。 

 
２ 活動内容 

 （１） 総会及び研究大会 
関係機関の共催及び県教育委員会、関係教育委員会等の後援を受け、毎年夏季休業中に開催しており、今年度
は、7月28日（金）に諫早市で開催予定であったが、新型コロナウイルスの感染防止の観点から集合研修を中止と
し、紙面及びWebによる開催を計画している。 

   （２） 秋季研修会 
         特別支援教育関係者等を対象とし講話を中心とした研修会を１１月に諫早市で開催する予定であったが、新型

コロナウイルスの感染防止の観点から中止とした。 
（３） 会報の発行 

    例年、４回（今年度は２回）会報をホームページに掲載し、研究会や研修会の報告などを行っている。 
３ 活動計画 

期  日 事 業 内 容 

５月１７日（月） 第１回役員会 ※紙面による決議  

６月中 長特研会報第１１７号発行予定 

６月１４日（月） 第２回役員会 ※紙面または中止 

７月２８日（水） 長崎県特別支援教育研究会夏季研修会 ※紙面及びWebによる開催 

１０月１４日（金） 第３回役員会 ※紙面または中止 

１1月１７日（水） 長崎県特別支援教育研究会秋季研修会 ※中止 

２月１８日(金) 第４回役員会 ※集合して開催予定 

２月中 長特研会報第１１８号発行予定 

 


